
第14回さいたま市総合振興計画推進本部会議

次 第

日 時 令和３年12月２日（木）10：50～11：05
場 所 政策会議室 ※リモート併用

１ 開 会

２ 議 題

・総合振興計画実施計画改定案に関するパブリック・コメント実施結果

３ 事務連絡

４ 閉 会

【配付資料】

（タブレット端末）
・総合振興計画実施計画改定案に関するパブリック・コメント実施結果

（机上配布）
・【参考１】「さいたま市総合振興計画 実施計画（改定案）」に対する意見

募集結果
・【参考２】総合振興計画基本計画実施計画 令和３年度改定版（改定箇所のみ）

１



本日の目的

総合振興計画実施計画の改定案に関するパブリック・コメ

ントの実施結果及び修正内容を御確認いただくとともに、実

施計画改定版の内容について、御承認をいただくものです。

２



実施期間 ：令和３年１０月１９日（火）～１１月１９日（金）

意見提出者数：２３４名

意見項目数 ：２５８件

総合振興計画実施計画の改定案に関する
パブリック・コメント実施結果

意 見 種 別 項目数
内 訳

区 分 件数

○：改定案を修正する ７ （５～６ページ参照）

×：改定案のとおりとする(修正しない) 241

①意見の趣旨が既に本計画に含まれてい
る

２

②個別具体の取組等に対する意見であり、
今後の計画推進の参考とする

239

―：その他意見 10
①改定に賛同する旨の意思表示等 ７

②その他市の政策等に対する意見 ３

３



寄せられた意見の概要

章 件数 対象事業 意見の概要 件数 備考
第３章 健康・スポーツ １ 地域・家庭・学校が連携した食を通じた健康づくり ・コーディネーターの質の向上が必要 １

第４章 教育 224

生徒指導・教育相談の推進 ・相談員の質の向上を明確にしてほしい １

特別支援教育の推進 ・小児高次脳機能障害も明記してほしい １

不登校児童生徒の支援の充実
・支援員・教師の増、質向上を明確にしてほしい １

・主語を行政とし、学校・担任の負担を軽減すべき １

教育環境整備の推進
・義務教育学校の建設(沼影市民プールの廃止)に反対 218

・学校プールの民間委託化に反対 １

小学校35人学級の実現 ・ゆとり教育の失敗を反省し、教員増の対策をすべき １

第５章 生活安全 １ セーフコミュニティの推進 ・事業内容の記述が分かりづらい １ 修正

第６章 福祉 ４

子どもに対する学習支援と居場所の提供 ・学童対策を明確にしてほしい １

ケアラー支援条例の制定とヤングケアラーの支援の
強化

・学校やＮＰＯ等との連携について明記してほしい １ 修正

・事業内容の記述が分かりづらい １ 修正

－ ・脳卒中･循環器病対策を新規事業として位置付けてほしい １

第７章 子ども・子育て ３

地域における子育て支援の推進 ・次代を担う子どもの育成、保護者対策が重要 １

児童虐待対策の充実
・以前からの問題で、専門家を含め明確にしてほしい １

・児童虐待対策には警察との連携が必須である １

第８章 文化 １ アーツカウンシルの創設 ・アーツカウンシルが組織(団体) だと分かるように １ 修正

第９章 都市インフラ ７

桜木駐車場用地活用の推進 ・桜木駐車場用地に複合公共施設を整備してほしい １

浦和駅周辺地区のまちづくりの推進 ・まちづくりの推進に当たり、防災の観点を明記すべき １

地下鉄７号線の延伸
・計画の更なる前倒しを求める意見 ３

・「速達性向上事業」という言葉の意味が分からない １ 修正

空き家等対策の推進 ・武蔵浦和駅周辺の企業社宅跡を利活用してほしい １

第10章 防災・消防 ２ 地域と共に取り組む防災対策の推進

・防災の観点から「障害者の多様な意思疎通手段の利用を
促進する条例」の制定を求める

１

・防災アプリにライフライン各社の復旧情報も連携すべき １

第４編ⅱ
第２章 高品質経営市役所

４

市民に分かりやすい情報発信 ・ガスメーターの復旧操作について情報発信すべき １

市民に信頼される広聴機能の充実 ・地元に愛着と誇りがなければ活動的な行動は生れない １

区役所窓口総合サービスの向上 ・現状の窓口は大変な問題 下請社員の質向上が必要 １

ＩＣＴを活用できる人材の育成 ・障害者のＩＣＴ活用について記述してほしい １ 修正

複数の章にまたがる意見 １ ・全体的にカタカナ用語に用語解説を付けてほしい １ 修正

その他意見 10
・改定案に賛同する意見 ７

・その他市の施策やパブリック・コメント制度等への意見 ３ ４



パブリック・コメントの実施結果 （1/2）

改定案を修正する（７件）

項番 意 見（ 概 要 ） 修 正 案

１

【改定案41ページ セーフコミュニティの推進】
日頃から小学生の登下校ボランティアをしているが、交通事故のニュース

が連日報じられるように、日常が安全であることはさいたま市で安心して暮
らすためにとても大切で、重要な取組だと感じる。

改定案の追記部分について、一文が長く理解しづらい印象を受ける。
せっかく良い取組が書かれているので、２文に切るなど読み手に配慮した

工夫を検討してほしい。

御指摘を踏まえ、改定案を以下のとおり修正します。

認証取得までに確立した、市民（団体）との協働で、データ
に基づきケガや事故の予防に取り組むという、セーフコミュニ
ティの手法を、５つの分野（高齢者の安全、子どもの安全、自
転車の安全、自殺予防、ＤＶ防止）以外へも広げます。

また、各局区が保有しているデジタルや公民連携の資源を活
用し行っている事業に生かしていくことで、事故やケガの効果
的な予防活動につなげていきます。

２

【改定案45ページ ケアラー支援条例の制定とヤングケアラー支援の強化】
※次のように加筆・訂正・追加する。

部局横断的な相談支援体制の構築のため、ケアラー・ヤングケアラー支援
策の強化に向けた検討を行います。

↓
部局横断的かつ市内の学校・福祉関係者、ＮＰＯ等を含めた相談支援体制

及びネットワークを可及的速やかに構築し、ケアラー・ヤングケアラーを早
期に発見して支援を始め、更なる支援策の強化に向けた検討・実施を推し進
めます。
（理由：手法については、11/19ＮＨＫ「首都圏ネタドリ」が大いに参考と
なる）

御指摘を踏まえ、改定案を以下のとおり修正します。

学校等を含めた部局横断的な相談支援体制を構築するとともに、
関係機関等との連携も含めたケアラー・ヤングケアラー支援策
の強化に向けた検討を行います。

３

【改定案45ページ ケアラー支援条例の制定とヤングケアラー支援の強化】
ケアラー、特にヤングケアラーについては、近年全国的にも非常に注目さ

れてきており、さいたま市が計画に掲げて推進するということを心強く思う。
事業内容の２つ目の部分について、相談支援体制を構築するために支援策

の強化に向けた検討を行うかのように読める。おそらくは、相談支援体制を
構築と支援策の強化は両輪で推進されるものと推察するので、例えば以下の
ように修正してはどうか。

「部局横断的な相談支援体制の構築するとともに、ケアラー・ヤングケア
ラー支援策の強化に向けた検討を行います」

５



パブリック・コメントの実施結果 （2/2）

改定案を修正する（７件）

項番 意 見（ 概 要 ） 修 正 案

４

【改定案60ページ アーツカウンシルの創設】
アーツカウンシルについて、既に御存知の方には当たり前なのかもしれな

いが、組織（団体）であることをインターネットで検索して初めて知った。
少し分かりにくいので、組織であることを明示するような表現を足したほ

うがよい。

御指摘を踏まえ、改定案を以下のとおり修正します。

専門人材による調査研究、芸術活動支援及び文化発信プロジェ
クトなどの象徴的事業を実施する組織であるアーツカウンシル
を設立し～

５
【改定案68ページ 地下鉄７号線の延伸】
「速達性向上事業」とは何か。
専門的過ぎて、意味が分からない。

御指摘を踏まえ、改定案を以下のとおり修正します。

令和５年度までに、既存路線をつなぐ連絡線を整備することに
より、目的地到達に要する時間の短縮を図る事業である速達性
向上事業に関する計画素案を作成～

６
【改定案118ページ ＩＣＴを活用できる人材の育成】
第６章「福祉」に、障害者のＩＣＴ活用等を加えることを希望する。

御指摘の障害者のＩＣＴ活用等につきましては、本市として
も重要であると考えており、本計画においては「ＩＣＴを活用
できる人材の育成」（事業コード：52-4-1-004）において「市
民の属性等にかかわらず等しくデジタルの恩恵を享受すること
ができる」ような取組を推進することとしておりますが、御指
摘を踏まえて、改定案を修正いたします。

年齢、障害の有無を問わず、市民が等しくデジタルの恩恵を享
受することができるデジタルデバイド対策として、市民向けの
デジタル活用等に係る取組を行います。

７

全体的にカタカナ用語や意味が分からない用語が頻出するので、用語解説を
つけたりすべきだったのではないか。
（例）
グリーンリカバリー P11
リバースオークション P11
グリーンインフラ P13
日本マーチングリーグ P23
ケアラー・ヤングケアラー P45

今回の改定で新たに盛り込まれた以下の用語につきましては、
御指摘を踏まえ、注釈等を追加いたします。

・電力リバースオークション
・日本マーチングリーグ
・ケアラー・ヤングケアラー

※グリーンリカバリー及びグリーンインフラは既に用語解説
を付しています。

６


